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技術	工法
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小径ＮＳエコパイル工法小径ＮＳエコパイル工法
（小径回転圧入鋼管杭工法）（小径回転圧入鋼管杭工法）
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ใࠂॻ（ٕज़৹査のৄࡉ）の入खをر๬される方はԼهまで͓໰合せԼさい。

小ܕ回転圧入施工機による回転圧入

࠭ʗ࠭᛽地盤ɿＮ値15以上（ಓ࿏ࣔڮ方ॻに準ڌする場合Ｎ値30以上）
೪性土地盤　ɿＮ値20以上

ଇとして、杭径以上ݪ

φ114.3～φ406.4（mm)

S5,400、S5,4�0、S,,400、S,,4�0を標準

S5,400、S5,4�0、S,,400、S,,4�0、S$84�0を標準

杭径の2.0ഒ、2.5ഒを標準
（たͩし、ಓ࿏ڮ本体構造に用いる場合は2.0ഒ）

SS400、S.4�0"、S$84�0を標準

杭径の130ഒ程度以Լ

傾斜10°程度以Լ

؏入方法

支持地盤छ別

支持層への根入れ

杭径（鋼管径）

鋼管࣭ࡐ
 Ұൠ部

 先端部

羽根径比
（羽根径ʗ杭径）

羽根࣭ࡐ

杭௕

斜杭

近接施工

上空制限Լでの施工

斜杭施工

斜໘での施工

 

  

 



技術（工法）の概要

技術（工法）の特長

技術審査の結果の概要

１． 環境への配慮
　① 回転圧入により杭を施工するため、低騒音・低振動、無排土での施工が可能です。
　② 杭施工時と逆方向に回転させることで、杭の撤去・リサイクルが可能です。

２． 高品質な支持力性能
　① 杭先端に取り付けた羽根の拡底効果により、大きな押込み支持力・引抜き抵抗力が得られます。
　② 施工トルクの計測結果から、杭先端が支持層に到達していることを確実に把握することが可能です。

３． 特殊条件下での施工
　① 既存構造物から杭芯まで距離があまり確保できない場合でも、近接して施工することが可能です。
　② 既存建屋内での設備基礎工事など、上空制限付きの施工にも対応することができます。
　③ 施工機の組立て解体が不要で、施工の中断・再開も容易であり、時間制限のある工事対応が可能です。
　④ 傾斜10°程度までの斜杭施工が可能です。

2．低騒音・低振動
　「無排土で施工でき、施工時に生じる騒音・振動が、規制法の
基準値を満たすこと」を確認しました。

　小径NSエコパイル工法は、杭先端部に螺旋状の羽根を取り付けた開端鋼管杭（先端羽根付杭）に、回転力を与え
ることにより施工を行う回転圧入鋼管杭工法であり、杭先端羽根の拡底効果により、従来の鋼管杭に比べると、大き
な押込み支持力並びに引抜き力が得られます。
　また、コンパクトな重機を用いて、無排土かつ低騒音・低振動での施工が可能であるとともに、施工時の回転トル
クをリアルタイムに計測することで杭先端が支持層へ到達していることを確認することができることなど、信頼性
の高い施工が可能です。
　杭径φ400mm～φ1600mm（羽根径比1.5を標準）を基本とする「ＮＳエコパイル工法」に、平成20年「小径Ｎ
Ｓエコパイル工法」として、杭径φ114.3～φ406.4mm（羽根径比2.0、2.5）の仕様を土木分野のラインナップに
追加して以来、着実に採用実績を積み重ねています。

１．支持力特性
　「杭先端部に螺旋状の羽根を取り付け、支持層まで回転圧入することにより、所定の押込み支持力・引抜き支持
力が期待できること」を確認しました。

騒音レベルの測定結果 振動レベルの測定結果 Ｎ値とトルクの関係
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3．施工管理
　「施工時に計測する回転トルクデー
タと近傍の地盤調査結果を照合するこ
とで、支持層への到達判定ができるこ
と」を確認しました。杭先端部(鋳造羽根)

杭先端部(プレス羽根)

＊）杭頭部の杭径が許容水平変位あるいは曲げ抵抗力で決定される場合

施工機械

NSエコパイル工法と小径ＮＳエコパイル工法の区別

羽根径比
2.0、2.5
1.2*）～1.5

114.3
杭径（mm）
400 406.4～ ～ 1600

NSエコパイル工法
小径NSエコパイル工法

支持層への根入れと
摩擦考慮範囲
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